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1.　概要

　実験と理論の緊密な協力の下に，分子性電子材料，

とりわけ発光性高分子における非線形励起の局所構

造を解明し，制御することを目指して研究している。

2.　これまでの研究経過と現状

　配向したポリパラフェニレンビニレン高分子の薄

膜において，独自に開発した強力単色光源を用いた光

誘起ESR測定により，光で生成したポーラロンの観測

に成功した。観測されたESR信号は，電子相関を取り

入れた微視的な理論モデルによって完全に説明する

ことができた。光誘起ESRの光励起エネルギー依存性

から，バンドギャップに対応する閾値エネルギーを見

い出し，また光誘起E S R の時間分解測定により，過渡

的なポーラロンのE S R 信号を観測した。電場変調光吸

収スペクトルを高いエネルギー領域まで偏光依存性

も含めて測定し，電子相関を取り入れた理論計算との

比較により，励起準位の構造を明らかにした。こうし

た成果は，現在実用に近づいている高分子発光素子の

特性制御にとって欠くことのできない基礎的知見を

提供するものである。

3.　今後の研究展開の方向

　電界発光性高分子の微細なスケールにおけるキャ

リアや励起子の特性評価を行うため，無機半導体微細

構造に高分子を組み込み，導電特性などを測定する試

みを開始している。ナノプローブによる測定などとも

組み合わせ，有機材料の微視的なモルフォロジーや界

面における物性評価を行い，より効率的な光機能の発

現をめざした研究を行ってゆく。
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